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編集後記

　東京大学弥生講堂は2000年3月に開館しました。

早いもので16年の歳月が流れています。補助椅子を

使えば300名程度のセミナーを開催することが可能な

一条ホールを中心に木造建築として計画・建設されま

した。その広さについては農学部への進学生が一同に

着席できるホールとすることを念頭に置き、岩手県遠野

産のカラマツ集成材により空間が構成されました。建設

当時、農学部125周年記念事業の寄付建物として

位置付けられ、浜松に本社がある住宅会社の一条工

務店による寄付と施工によって完成しました。完成後今

日まで予約が最も取りにくい大学施設として多くの方々

に利用されています。利用率が高いことから定期的な

点検や日常のメンテナンスによって最良の状態を維持で

きており、当初より木の色も落ち着いて良くなっていると

言えそうです。

　エピソードも数々生まれています。ホール建設当初

は椅子の座面に現在は置かれているクッションがなく、

合板の座は滑りやすい状態でした。あのホールでは寝

にくいとクレームを受けたこともあり、苦笑いしたことも懐

かしい思い出です。ロビー部分には柱が林立しており、

話に夢中になり頭をぶつける方もいるようです。熱心な

議論が行われることは好ましいのですが、木材とは言え

ぶつかれば痛いのでご注意ください。

　なぜ木造なのか…わが国で戦後造林した木材資

源が成長して利用可能になり、2010年には「公共

建築物等木材利用促進法」が制定されました。今や

積極的な木材利用の時代に入っていますが、先駆的

な木造建築物の好例として評価を得ており、現在も見

学者が多いのも弥生講堂の特徴です。その後、弥生

講堂アネックス（2008年）、東京大学ファカルティハ

ウス（20 0 9年）と弥生キャンパスにはそれぞれ異なる

目的のために木造建築が建てられ、大学での様々な

活動、とりわけ農学系の研究活動の拠点としてその

役割を果たしています。

安藤 直人 東京大学名誉教授
（寄付講座木質構造学研究室 特任教授 （28年3月終了））
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  「羽ばたく」には２つの意味があります。「鳥などが両翼を広げて上
下に動かす」、「実力をつけて広い社会に出ていく」（デジタル大辞
泉、小学館）。
　大学ではまず第２の意味が思い浮かびます。大学からは毎年多く
の卒業生・修了生が、実力をつけて広い社会へ出ていきます。大
学での様々な活動でも、例えば新しい研究成果を世に問う時など、
羽ばたく機会はしばしばあります。大学は羽ばたきを育む場と言える
でしょう。今号の弥生でも、羽ばたきを育む幅広い教育、研究、アウ
トリーチ活動が紹介されています。

　私が居る研究室は６階で、キャンパス上空をカラスやハトが飛び交
う様子を見おろせます。当たり前ですが彼らの生活空間は３次元で、
追いかけっこも、えさや巣の材料の運搬も、すべて３次元空間でやっ
ています。眺めていると、２次元空間で暮らす私たちとは全く別の異
次元の世界で暮らしていることが改めて実感されます。「羽ばたく」
の第１の意味は、まさにこの別世界へ力強く飛び出していく動きを
含み、転じた第２の意味を私たちは違和感なく受け入れられます。
　これからも、卒業生・修了生の力強い羽ばたき、農学部・農学
生命科学研究科の大きな羽ばたきにご期待ください。

広報室員　飯田俊彰

10月

■ 東大教職員向け特別ガイド「きのこに親しむ」
日時 10月1日（土）
場所 富士癒しの森研究所
問合せ先 富士癒しの森研究所

TEL：0555-62-0012　
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/fuji/

■ 神社山自然観察路秋季一般公開
日時 10月2日（日）
場所 北海道演習林
問合せ先 北海道演習林 

TEL：0167-42-2111　
E-mail：hokuen@uf.a.u-tokyo.ac.jp
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/hokuen/

■ 第15回東京大学ホームカミングデイ
日時 10月15日（土）

・農学生命科学研究科・農学部講演会
時間 15：45～16：45
場所 弥生講堂アネックスセイホクギャラリー
問合せ先 E-mail：koho@ofc.a.u-tokyo.ac.jp

・秋の収穫体験会
時間 9：30～14：30
場所 附属生態調和農学機構
問合せ先 E-mail：admin@isas.a.u-tokyo.ac.jp

■ 牧場公開デー
日時 10月29日（土）
場所 附属牧場
問合せ先 附属牧場事務室

TEL：0299-45-2606
http://www.bokujo.a.u-tokyo.ac.jp/

■ 千葉演習林一般公開「郷台畑へ行こう！」
日時 10月29日（土）～30日（日）
場所 千葉演習林
問合せ先 千葉演習林企画調整係

TEL：04-7094-0621　
E-mail：chibaen@uf.a.u-tokyo.ac.jp
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/chiba/

■ 子ども樹木博士認定会
日時 10月下旬
場所 田無演習林
主催 西東京市「子ども樹木博士」を育てる会
問合せ先 田無演習林

TEL：042-461-1528　
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/tanashi/

■ 公開講座「チョコレート作りを体験しよう！」
日時 10月下旬
場所 樹芸研究所
問合せ先 樹芸研究所加納事務所

TEL：0558-62-0021　
E-mail：jyugeiken@uf.a.u-tokyo.ac.jp　
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/jyugei/

11月

■ 秩父演習林 
　 創立100周年記念式典
日時 11月5日（土）～6日（日）
場所 秩父演習林
問合せ先 秩父演習林利用者窓口

TEL：0494-22-0272
E-mail：chichibu-riyou@uf.a.u-tokyo.ac.jp
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/chichibu/

■ 第51回農学部公開セミナー
日時 11月12日（土）
場所 弥生講堂一条ホール
主催 大学院農学生命科学研究科・農学部
共催 （公財）農学会
問合せ先 総務課総務チーム広報情報担当

TEL：03-5841-5484／8179　
E-mail：koho@ofc.a.u-tokyo.ac.jp

■ A1ターム授業終了　11月18日（金）

■ A2ターム授業開始　11月21日（月）

■ 休日公開
日時 11月下旬
場所 田無演習林
問合せ先 田無演習林

TEL：042-461-1528　
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/tanashi/

12月

■ 東大教職員向け特別ガイド
日時 12月3日（土）
場所 千葉演習林
問合せ先 千葉演習林企画調整係

TEL：04-7094-0621　
E-mail：chibaen@uf.a.u-tokyo.ac.jp
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/chiba/

■ 休日公開
日時 12月上旬
場所 田無演習林
問合せ先 田無演習林

TEL：042-461-1528
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/tanashi/

1月

■ A2ターム授業終了　1月20日（金）
■ Wターム授業開始　1月27日（金）

2月

■ Wターム授業終了　2月23日（木）

3月

■ 学位記授与式　3月23日（木）
■ 卒業式　3月24日（金）
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